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匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会 

 

令和元年９月定例会 

 

１．招 集 の 日 時  令和元年９月２７日   午前１０時 

２．招 集 の 場 所  匝瑳市ほか二町環境衛生組合 

                      松山清掃工場  ２階  会議室 

３．開会、散会の日時               開  会  令和元年９月２７日 午前１０時００分 

閉  会  令和元年９月２７日 午前１１時００分      

４．出席議員の氏名  議  長    佐藤 晴彦 

２  番  菅澤  環 

３  番    石渡 悦子 

４  番    川島 勝美 

５  番    都祭 広一    

６  番  行木 光一 

７  番  石田 加代 

５．欠席議員     な  し 

６．地方自治法第１２１条の規定による出席者 

           管 理 者  太田 安規 

           会計管理者  畔蒜 稔行 
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           匝瑳市環境生活課長  鎌形  健 

           多古町生活環境課長  佐藤 裕輝 

           横芝光町環境防災課長  萩原 浩己 

７．職務のため議場に出席した事務局職員の氏名 

           事 務 局 長  石橋  清 

           主   査  平松 寿毅 

           主 査 補  嶋根 大介 

８．議 事 日 程 

日程第１  議席の指定 

日程第２  会期の決定 

日程第３  会議録署名議員の指名 

日程第４  議案審議（議案第１号から議案第３号まで） 

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（千葉県市町村総合事務

組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合

事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議につい

て） 

議案第２号 平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出

決算認定について 

議案第３号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

１ 議案の上程 
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２ 提案理由説明 

３ 質 疑 

４ 討 論 

５ 採 決 

日程第５  議案審議（議案第４号） 

議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任について 

１ 議案の上程 

２ 提案理由説明 

３ 質 疑 

４ 討 論 

５ 採 決 

日程第６  一般質問 

９．会議に付した事件 

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（千葉県市町村総合事務

組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合

事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議につい

て） 

議案第２号 平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出

決算認定について 

議案第３号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任について 

 



- 4 - 

 

１０．議事の経過 

【開会：午前１０時００分】 

佐藤議長   本日は、匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会令和元年９月定例会に御参集い

ただきまして誠にありがとうございます。開会に先立ちましてご報告申し

上げます。副管理者所一重多古町長さんから災害対応のため欠席とのご連

絡を受けておりますのでご了解いただきたいと思います。 

次に、新たに組合議員になられた２名の方に、自己紹介をお願いしたいと

思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

佐藤議長   異議なしと認め、議員の自己紹介を議席番号の若い順にお願いします。２

番菅澤議員さんお願いいたします 

菅澤議員   多古町議会の菅澤環と申します。初めての場所ですのでご指導のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

佐藤議長   ありがとうございました。次に、４番川島議員さんお願いいたします。 

川島議員   横芝光町議会の川島でございます。よろしくお願いいたします。 

佐藤議長   以上で、新組合議員の自己紹介が終わりました。 

これより匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会令和元年９月定例会を開会いた

します。 

なお、本日は議員全員出席でございますので会議は成立いたしました。 

次に、本定例会に地方自治法第１２１条の規定に基づく議長の出席要求に

対する議案の説明員として出席する者、及び委任指名を受けた説明補助者

の職氏名は、別紙一覧表のとおりであります。 

よって、配付いたしました印刷物により御了承願います。 

議案の配付漏れはございませんか。 

（ 「 な し 」 の 声 ）  

佐藤議長   それでは、直ちに会議を開きます。 

日程第１、議事進行上、｢議席｣を指定いたします。 

ただいま着席されている議席を議席に指定いたします。 

なお、議員諸君の氏名とその議席番号については、お手元に配付しました
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議席表をもってご了承願います。 

佐藤議長   日程第２、会期の決定について議題といたします。 

お諮りいたします。  

本定例会の会期については、本日１日限りといたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。  

（「異議なし」の声）  

佐藤議長   それでは、異議なしと認め、本定例会は本日１日限りとい た し ま す 。  

佐藤議長   日程第３、会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第７０条の規定により議長が指名いたします。 

２番菅澤環議員と７番石田加代議員の両名を指名いたします。 

佐藤議長   日程第４、これより、議案第１号から議案第３号について、一括上程しま

す。 

佐藤議長   これより管理者から挨拶を兼ねまして、提案理由の説明をお願いいたしま

す。 

太田管理者  皆様、おはようございます。 

本日は、匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会令和元年９月定例会をお願いい

たしましたところ、議員の皆様方におかれましては、大変ご多忙の折

にもかかわらず、ご参集を賜りまして、心から感謝申し上げます。 

また、日頃から匝瑳市ほか二町環境衛生組合の運営に対しまして、格別な

るご理解とご協力を賜っておりますことに、厚くお礼申し上げます。 

本定例会におきましては、議案４件のご審議をお願いするわけであります

が、提案理由のご説明を申し上げる前に、当組合の施設の概況及び台風１

５号による対応状況と今後の方向性について申し上げます。 

始めに、組合の基幹施設であります松山清掃工場につきましては、昭和５

９年の稼動開始から３５年が経過することから、施設や使用機械の老朽化

が著しく進んでおり、年々、修繕個所も増えていることに加え、処理能力

が低下しているため一昨年度から粗大ごみの一部を外部へ委託している状

況であります。運営に係る予算の大部分を、構成市町の負担金に依存して

いる状況でありますが、構成市町の厳しい財政状況を踏まえ、極力経費節
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減に努めながら、定期的な点検や計画的に修繕を行うなど、施設の延命化

を図っているところでございます。 

次に、山桑メモリアルホールにつきましては、平成１４年度の稼働から１

７年が経過しまして、平成３０年度に火葬炉監視システムの大規模修繕を

行い、順調に運営しているところでございます。令和元年度においても引

き続き、計画的な維持補修等を行いながら、住民の皆様に安心してご利用

いただけるよう、努めてまいりますので、議員各位におかれましては、ご

理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

次に、９月９日に大規模停電が発生しました台風１５号の対応についてで

すが、松山清掃工場は９月１３日の未明に電気が復旧するまでの間は、発

電機で通信手段を確保しました。電気と水が復旧してから、施設の被災状

況を確認後、運転を再開しました。 

可燃ごみの収集及び直接搬入については、９月１２日と１３日を停止し、

１６日から可燃ごみの収集と、直接搬入は生ごみに限り再開しましたが、

資源ごみと不燃ごみの収集は、停止することなく行ったところです。９月

２３日からは、り災証明書をお持ちの方に限り、直接搬入を再開しました。 

山桑メモリアルホールは９月１５日の夕方に電気が復旧しました。 

それまでの間は、非常用発電機により電力を確保し、火葬業務については

実施できましたが、空調機器や照明は使えませんので、利用者の皆様には

ご不便をおかけしました。 

また、当組合の今後の方向性について、前回の定例会でお伝えしたところ

ですが、新しく組合議員になられた方もいらっしゃいますので、あらため

てご報告いたします。本組合事業でのごみ処理業務は、令和２年度末で終

了することとなり、構成市町のごみ処理業務は新たな組合で行うことにな

ります。当組合の事務局は、山桑メモリアルホールがある匝瑳市山桑７３

０番地に移転し、火葬業務と一般廃棄物最終処分場の維持管理業務を行う

ことになります。また、松山清掃工場の跡地は、匝瑳市の中継施設建設用

地として、再活用の予定です。 

今後、一般廃棄物最終処分場の閉鎖に向けて、令和３年度以降は、覆土工
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事等にかかる費用を積算し、地元要望等を聞きながら跡地利用を検討する

予定であります。 

それでは、本定例会に提出いたします議案３件につきまして、ただ今から

その提案理由を申し上げます。 

太田管理者  議案第１号、専決処分の承認を求めることについて（千葉県市町村総合事

務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務組合

規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について）本案は、令和元

年８月３１日をもって香取市東庄町病院組合が解散されることに伴い、千

葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市

町村総合事務組合規約の一部改正について、関係地方公共団体と協議する

に当たり、議会を招集する時間的余裕がなかったため、地方自治法第２９

２条の規定において準用する同法第１７９条第１項の規定により、同年６

月２５日に専決処分をしたので、同条第３項の規定により議会に報告し、

承認を求めるため提いたした次第であります。 

議案第２号、平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出

決算認定について本案は、平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般

会計歳入歳出決算について、地方自治法第２９２条の規定において準用す

る同法第２３３条第３項の規定により、議会の認定を求めるため提案いた

した次第であります。 

議案第３号、匝瑳市ほか二町環境衛生組合の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例の一部を改正する条例の制定について。本案

は、地方自治法の一部改正に伴い、議会の議決に付すべき財産の取得又は

処分に関する所要の条文の整理をいたしたく提案いたした次第であります。 

以上をもちまして、提案理由の説明とさせていただきます。よろしくご審

議をいただき、ご可決を賜りますようお願い申し上げます。 

佐藤議長   管理者の挨拶並びに提案理由の説明が終わりました。 

これより、質疑に入ります。 

質疑を行います前に予め申し添えます。会議規則第４６条及び４８条によ

り、１つの議案に対する質疑は、１人３回までとなっております。また、
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質疑については、議案の範囲とし、重複する事項を避け、円滑な議事運営

ができますよう御協力をお願いいたします。 

はじめに、議案第１号「専決処分の承認を求めることについて（千葉県市

町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総

合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について）」を

議題といたします。議案の朗読を省略し、直ちに事務局長に内容の説明を

求めます。 

石橋事務局長 議案第１号、専決処分の承認を求めることについて（千葉県市町村総合事

務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務組合

規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について）本案は、令和元

年８月３１日をもって香取市東庄町病院組合が解散されることに伴い、千

葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市

町村総合事務組合規約の一部改正について、関係地方公共団体と協議する

に当たり、議会を招集する時間的余裕がなかったため、地方自治法第２９

２条の規定において準用する同法第１７９条第１項の規定により、令和元

年６月２５日に専決処分をしたので、同条第３項の規定により議会に報告

し、承認を求めるため提案いたした次第であります。以上です。 

佐藤議長   事務局長の説明が終わりました。 

それでは、質疑を許します。 

御意見等はございませんか。 

（「なし」の声） 

 

佐藤議長   ないようですので、議案第１号の質疑を打ち切ります。 

続きまして、議案第２号「平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般

会計歳入歳出決算認定について」を議題といたします。議案の朗読を省略

し、直ちに事務局長に内容の説明を求めます。 

事務局長。 

石橋事務局長 議案第２号、平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出

決算内容について議案第２号 平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合
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一般会計歳入歳出決算内容についてご説明いたします。お手元に配布して

あります、平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出決

算書、施策の成果の説明書に基づきまして説明をさせていただきます。 

まず最初に、決算書をお開きいただきたいと思います。 

決算書の２ページと３ページには歳入、４ページと５ページには歳出の全

体の決算が記載してございます。 

７ページをご覧下さい。平成30年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計

歳入歳出決算の事項別明細書になります。こちらについてご説明いたしま

す。その内容について、８ページ、９ページをご覧ください。歳入からご

説明いたします。歳入１款、分担金及び負担金から説明いたします。予算

現額３億７，３５４万６千円に対しまして、収入済額が３億７，３５４万

６千円で１００％の収入率でございます。負担金の構成市町別内訳は、備

考欄に記載のとおりでございます。匝瑳市が２億２，０４１万1千円負担額

で５９．０％の負担率でございます。多古町は、８千４７３万１千円２２．

７％の負担率でございます。横芝光町は、６千８４０万４千円１８．３％

の負担率でございます。 

２款、使用料及び手数料、予算現額１億５千１６万４千円に対しまして、

収入済額１億６千３４８万５３０円、１０８.９％の収入率でございます。

この内、１項１目の火葬場使用料は、予算現額１千８０１万２千円に対し

まして、収入済額は、１千８１７万２千９８０円で、１００．９％の収入

率です。使用料の内訳については、備考欄に欄記載のとおりで、火葬分、

式場分、遺族控室分等であります。２項１目、ごみ収集処理手数料の予算

現額１億３千２１４万２千円に対しまして、収入済額は、１億４千５２９

万７千５５０円で、１１０％の収入率です。 

３款、国庫支出金の予算現額２９万１千円に対しまして、収入済額は２５

万２千７２０円で、予算現額に対して８６.８％の収入率です。１０ページ、

１１ページをご覧ください。４款、財産収入の予算現額２千５９３万２千

円に対しまして、収入済額は３千１５５万６千７８４円で、当初予算額に

対して１２１.７％の収入率です。この内、１項、財産運用収入、１目の利
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子及び配当金の予算現額１３万２千円に対しまして、収入済額は、１１万

２千２０２円で、８５％の収入率です。これは、財政調整基金利子であり

ます。２項、財産売払収入、１目、物品売払収入の予算現額は、２千５８

０万円に対しまして、収入済額は、３千１４４万４千５８２円で、１２１．

９％の収入率です。これは、缶類、金属類、ダンボール、雑誌等の資源ご

みリサイクルによる売払い収入と、ペットボトルの有償入札拠出金等の合

計になります。 

５款、繰入金は財政調整基金からの繰入金で、予算現額９千７４０万２千

円に対しまして、収入済額は９千７４０万２千円で、１００％の収入率で

す。 

６款、繰越金、予算現額２千８３６万９千円に対しまして、収入額は２千

８３６万９千９３２円で、１００％の収入率です。これは、平成２９年度

からの繰越金であります。 

７款、諸収入、予算現額３０万1千円に対しまして、収入済額は４４万９７

１円で、１４６.５％の収入率です。これは、山桑メモリアルホールや松山

清掃工場内の自動販売機の電気使用料や預金利子であります。 

歳入合計は、予算現額６億７千６００万５千円に対しまして、収入済額は、

６億９千５０４万８千９３７円で、１０２．８％の収入率です。 

以上が決算書、歳入の説明であります。 

続きまして、歳出のご説明について申し上げます。 

歳出につきましては、支出済額が概ね１００万円以上、又は特に説明が必

要な事項についてご説明申し上げます。 

１２ページ、１３ページをご覧下さい。１款、議会費、予算現額１２万４

千円に対しまして、支出済額は９万６千６５３円７７．９％の執行率です。

２款、総務費、予算現額７千３６５万６千円に対しまして、支出済額は、

７千２６８万７千１９８円で、９８．７％の執行率です。１項、１目、一

般管理費の内２節、給料の支出済額２千９１６万４千４６８円は、特別職

２名と職員７名の給料であります。３節、職員手当等の支出済額１千５２

０万６千２６９円の内訳につきましては、右側の備考欄に記載してありま
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すとおり、扶養手当や通勤手当、期末・勤勉手当等であります。４節、共

済費の支出済額１千６９０万７千７４１円は、職員７人分の長期と短期の

共済掛け金等であります。７節、賃金、支出済額４２２万６千４５０円は、

嘱託職員２名分の賃金であります。 

１４ページ、１５ページをご覧ください。１４節、使用料及び賃借料の支

出済額１７７万１千０４６円で、内訳については、備考欄記載のとおりで

主なものは財務会計システムリース料であります。 

１９節、負担金補助及び交付金の支出済額１８０万９千２６４円の内訳に

ついては、備考欄に記載のとおり、各種協議会への負担金、嘱託職員の労

働保険料５名分などであります。２款２項１目、監査委員費、予算現額２

万６千円に対しまして、支出済額は、２万４千２９９円で、９３．５％の

執行率であります。 

３款、衛生費、予算現額６億４３万３千５６２円に対しまして、支出済額

は、５億７千３１８万９千０６７円で、９５．５％の執行率です。１項、

火葬場事業費、予算現額９千６６万３千円に対しまして、支出済額は、８

千６９３万３千３１９円で、９５．９％の執行率です。７節、賃金、支出

済額２２５万９千６００円は、嘱託職員１名の賃金です。１１節、需用費

の支出済額は、２千５８８万８円で、備考欄記載のとおりです。修繕料に

ついては、主要な施策の成果に関する説明書で後ほど説明いたします。１

３節、委託料の支出済額３千９３７万８千２７０円で備考欄記載のとおり

です。主なものは、受付運営・火葬業務委託料であります。 

１６ページ、１７ページをご覧下さい。１５節、工事請負費の支出済額１

千７，７６万6千円は、火葬炉監視システム及び制御機器更新工事でありま

す。平成１４年度使用開始後初めての更新になります。３款２項、清掃事

業費、予算現額５億９７７万５６２円に対しまして支出済額は、４億８千

６２５万５千７４８円で、９５．４%の執行率です。 

次に、７節の賃金４４３万６千６００円については、嘱託職員２名の賃金

と臨時職員１名２か月分であります。１１節、需用費の支出済額は２億１

千４６１万３千４１円で、消耗品費３千９３０万３千８７５円の主なもの
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は、ごみ袋購入代金、焼却炉用薬品、焼却炉用消耗品等です。燃料費８０

４万５千６３０円は、焼却炉用A重油、粗大ごみ破砕機、重機用軽油代であ

ります。光熱水費４千１４３万４千４２７円は、清掃工場電気代、水道代

であります。修繕料の主なものは後ほど施策の成果でご説明させていただ

きます。１２節、役務費の支出済額は９１３万７千９円で備考欄に記載の

とおりです。主なものは収集袋販売手数料と松山清掃工場の維持管理に必

要な各種清掃手数料等であります。 

１８ページ、１９ページをご覧下さい。１３節、委託料の支出済額２億２

千５２５万９千１２４円で、備考欄に記載のとおりです。 

上から1７行目のごみ収集処理業務委託料は、可燃ごみ収集４台と資源ごみ

等収集処理業務委託料等です。内訳のうち、下からの４項目、一般廃棄物

運搬と一般廃棄物処理（山武環境）、一般廃棄物処理(ナリコー）、植物廃

材リサイクル処理業務は、山武環境に粗大破砕ごみ、ナリコーに布団破砕

ごみ、植木の枝葉をマルトシにそれぞれ処理しきれないときに依頼したも

のです。一般廃棄物仕分業務委託料、一般廃棄物最終処分場浸出水処理施

設にあります砂ろ過・活性炭交換業務委託料、松山清掃工場運転管理業務

委託料、焼却灰運搬と処理委託料です。 

２０ページ、２１ページをご覧ください。工事請負費の支出済額は、２千

７８６万４千円で、後ほど施策の成果で説明させていただきます。１８節、

備品購入費２２３万４千９７３円の主なものは、ポンプ１台を購入したも

のであります。２２節、補償補填及び賠償金、５２万７千５６２円は、松

山清掃工場北側田んぼの補償です。 

一番下の歳出合計の当初予算額６億２６３万４千円、補正予算額７千３３

７万１千円、予算現額計６億７千６００万５千円に対しまして、支出済額

は、６億４千５９７万２千９１８円で、９５．６％の執行率です。 

また、不用額３千３万２千８２円につきましては、入札執行時の差金等に

よるものです。 

以上が、決算書の歳出の説明であります。 

次に、２３ページをご覧下さい。 
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平成３０年度実質収支に関する調書についてご説明申し上げます。 

２４ページをご覧ください。 

１．歳入総額６億９千５０４万８千９３７円、２．歳出総額、６億４千５

９７万２千９１８円、３．歳入歳出差引額４千９０７万６千１９円、４．

翌年度へ繰越すべき財源についてはありません。５．実質収支額４千９０

７万６千１９円、６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定

による基金繰入額は、２千５００万円であります。 

２５ページをご覧下さい。平成３０年度財産に関する調書についてご説明

申し上げます。 

２６ページ、２７ページをご覧ください。１．公有財産（１）土地及び建

物については、前年度と同様に、土地や建物の地積や延面積の増減はあり

ません。 

２８ページをご覧下さい。２．物品について、ご説明いたします。左から

「区分」、「前年度末現在高」、「決算年度中増減高」、「決算年度末現

在高」と記載してあります。ごみ袋以外増減は、ありません。ごみ袋につ

いては、２９ページをご覧ください。収集ごみ袋棚卸高内訳をご覧下さい。

区分ごとに、前年度末現在高、決算年度内購入高決算年度内販売高、決算

年度末現在高となっております。決算年度末現在高から前年度末現在高を

引いたものが２８ページの決算年度中増減高になります。 

次に、３．基金（１）財政調整基金について、ご説明申し上げます。前年

度末現在高３億７千３９８万４千１３６円、決算年度中増減高６千２２８

万９千７９８円減で、決算年度末現在高３億１千１６９万４千３３８円で

す。 

３１ページをご覧下さい。平成３０年度地方債に関する調書についてご説

明申し上げます。 

３２ページをご覧ください。起債の償還はすべて終了しており、明細はあ

りません。 

決算書に関しましては以上でございます。 

続きまして、平成３０年度 主要な施策の成果に関する説明書について、
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ご説明申し上げます。主には決算書３款の内容によるものとなります。 

３ページをご覧下さい。火葬場事業、内容は葬祭施設の適正な維持管理を

行い、環境の保全と地域住民の福祉向上に努めました。火葬場の利用実績

については、合計で９７３件、前年度に比較し４３件減です。式場利用実

績については、合計で２9件、１０件の減です。主な修繕補修等は、（１）

火葬炉設備修繕８９６万４千円は、傷んだところの定期的な補修です。（２）

吸収冷温水機整備４６４万４千円は、定期的な整備です。工事関係として

は、(1)火葬炉監視システム・制御機器更新１千７７６万６千円は、平成１

４年開始以来初めての更新となります。 

次に、４ページをご覧下さい。清掃事業について説明いたします。清掃事

業の内容は、焼却施設の適正な維持管理を図り、１市２町から収集・運搬

した一般廃棄物を処理し、生活環境及び公衆衛生の維持向上に務めました。

３.資源ごみ有価物売却実績は、記載のとおりです。紙類は年２回、その他

は年４回最高価格者に売却をしております。 

５ページをご覧下さい。４.ごみ収集実績、５.ごみ処理・処分実績で記載

のとおりです。 

６ページをご覧下さい。６.主な修繕補修等です。この内訳についてご説明

いたします。(1)ごみ破砕機関係 １千５０万８千円です。 (2)処分場関

係２７６万２千円です。 (3)清掃工場関係①受入供給設備 １千１２０万

円②燃焼設備 ２千３１４万３千円７ページをご覧下さい。③排ガス処理

設備 ２千２１９万２千円④通風設備 ２千７９８万２千円 ⑤排水処理

設備 １千４７６万１千円 

８ページをご覧ください。⑥灰出し設備 ５３４万８千円 ⑦電気設備 

３０４万６千円 ⑧その他補修 ４８４万９千円 （４）工事関係 ①破

砕ごみ破砕機エンジンユニット交換工事 １千４，４１万８千円 ②水田

表土入替工事 ９４７万２千円③井戸ポンプ・用水管敷設工事３９７万４

千円以上が概要の説明となります。 

続きまして、平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般会計歳入歳出

決算審査意見書についてご報告いたします。去る７月２３日、当組合事務



- 15 - 

 

所会議室に於いて、石井代表監査委員に、決算の書類審査を受けて、総論

のとおりご意見をいただきましたので、ここにご報告いたします。 

以上、説明とさせていただきます。 

佐藤議長   事務局長の説明が終わりました。それでは、質疑を許します。御意見等は

ございませんか。 

佐藤議長   ６番行木君 

行木議員   では、火葬事業の中でお尋ねします。火葬場の中というわけではないです

が、外の通路の話ですが、伐採して周りがきれいになっているんですよ。

駐車場から式場までは、皆さん歩いたことがあると思うんですが、１００

メートル位あるんです。その間がですね、屋根がないんです。そういうこ

とで、今日は決算ということでありますけれども、３０年度にそんな話が

出て、何か検討されましたか。 

石橋事務局長 駐車場から式場までの屋根ということは、現在は検討しておりません。 

行木議員   今後検討はありませんか。 

石橋事務局長 過去に若干検討したように思います。 

佐藤議長   行木君。 

行木議員   この話は私もこの会議に出ておりまして、一度か二度したことがあるんで

すよ。その後、この問題を取り上げませんでしたけれども、是非ですね、

駐車場から式場までが夏は暑い、秋がくれば傘をさすということで、でき

れば、駐車場から建物の中に入る間はよく屋根の付いている所が多いんで

すよ。山桑の場合は特に距離がありまして遠いんですよ。そこらへんは予

算の関係もあるでしょうけれども、是非、新年度にあたりまして使いやす

いように検討していただきたいと思います。以上です。 

佐藤議長   管理者。 

太田管理者  その件につきましては検討させていただきます。 

ありがとうございます。ご意見として頂戴いたします。 

佐藤議長   ほかにございますか。 

佐藤議長   ないようですので、議案第２号の質疑を打ち切ります。 

続きまして、議案第３号「匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会の議決に付す
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べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」を議題といたします。議案の朗読を省略し、直ちに事務局長

に内容の説明を求めます。 

石橋事務局長 議案第３号、匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例の一部を改正する条例の制定について

匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申

し上げます。 

３枚目の新旧対照表をご覧ください。左側の改正後をご覧ください。 

（議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分）第３条を次のよう

に改めます。第３条 法第９６条第１項第８号の規定により議会の議決に

付さなければならない財産の取得及び処分は、予定価格２，０００万円以

上の不動産若しくは動産の買い入れ若しくは売払い（土地については、１

件５，０００平方メートル以上のものに限る。）又は不動産の信託の受益

権の買入れ若しくは売払いとする。地方自治法第９６条第１項第７号を条

ずれにより同条第８号と不動産の信託の項目を加えたものであります。 

佐藤議長   事務局長の説明が終わりました。 

それでは、質疑を許します。 

（「なし」の声） 

佐藤議長   ないようですので、議案第３号の質疑を打ち切ります。 

以上で、議案に対する質疑を終結します。 

佐藤議長   続いて、討論に入ります。 

討論の申し出はございますか。 

討論の申し出がありませんので討論を終結いたします。 

佐藤議長   これより、各議案の採決に入ります。 

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（千葉県市町村総合事

務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務組合

規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について）、原案のとおり

承認することに賛成の方は、挙手を願います。 
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（挙 手 全 員） 

佐藤議長   挙手全員でございます。よって、議案第１号について、原案のとおり承認

されました。 

佐藤議長   続きまして、議案第２号 平成３０年度匝瑳市ほか二町環境衛生組合一般

会計歳入歳出決算認定について、原案のとおり承認することに賛成の方は、

挙手を願います。 

（挙 手 全 員） 

佐藤議長   挙手全員でございます。よって、議案第２号について、原案のとおり承認

されました。 

続きまして、議案第３号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の一部を改正する条例の制

定について、原案のとおり決することに賛成の方は、挙手を願います。 

（挙 手 全 員） 

佐藤議長   挙手全員でございます。よって、議案第２号について、原案のとおり可決

されました。 

佐藤議長   日程第５、これより議案第４号「匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の

選任について」を上程いたします。 

地方自治法第１１７条の規定により、川島勝美議員の退場を求めます。 

（４番川島勝美議員退場） 

佐藤議長   これより管理者から、提案理由の説明をお願いします。 

太田管理者  議長。 

佐藤議長   管理者。 

太田管理者  それでは、本定例会に提出いたします議案第４号につきまして、只今から

その提案理由を申し上げます。 

議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任について本案は、

匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員に川島勝美氏を選任いたしたく、地

方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるため提案い

たした次第でございます。 

以上をもちまして提案理由の説明とさせていただきます。 
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よろしくご審議をいただきましてご同意賜りますようお願い申し上げます。 

佐藤議長   管理者から提案理由の説明が終わりました。 

本案件につきましては、人事案件につき質疑及び討論を省略して、本議案

につきましては、直ちに採決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声） 

佐藤議長   異議なしと認めます。 

佐藤議長   これより、議案第４号の採決に入ります。 

議案第４号 匝瑳市ほか二町環境衛生組合監査委員の選任について、原案

のとおり決することに賛成の方は、挙手を願います。 

（挙手全員） 

佐藤議長   挙手全員でございます。 

よって、議案第４号について、原案のとおり同意することに決しました。

川島勝美議員の入場を許します。 

（４番川島勝美議員入場） 

佐藤議長   ただいま川島勝美議員が着席されました。議案第４号による匝瑳市ほか二

町環境衛生組合監査委員の選任については、原案のとおり同意されました

ので、お伝えいたします。 

佐藤議長   これより、川島議員に承諾のごあいさつを願います。 

川島議員   自席より失礼いたします。 

ただ今、監査委員にご推挙いただきました川島でございます。謹んでお受

けたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

佐藤議長   ありがとうございました。 

佐藤議長   日程第６ 一般質問を行いますが、その前に予め申し添えます。会議規則

第５４条により、一般質問については、重複する事項を避け、１つの質疑

は１人３回までとし、円滑に議事を終了することができますようご協力を

お願いいたします。 

それでは、通告により質問を許します。 

佐藤議長   行木光一議員。 

行木議員   １つといたしまして、３０年度最終処分場より高濃度塩化物イオンにより
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まして工場周辺の水田に公害が発生し、３０年度放流により井戸水の影響、

そして表土の交換をされました。その水田の回復状態はどうでしたか。 

２つといたしまして、昨年４月から１２月最終処分場から出る塩化物イオ

ンは２，０００から９，９００ｍｇと高濃度でありました。これは、農業

試験場許容目安は５００から７００となっておりますから、非常に高濃度

でございます。また、匝瑳市でも埋め立てに際しまして、このような塩化

物イオンが発生した場合５００ｍｇ以上出た場合はどうするかというよう

なことになっておりますので、この整合性は色々あると思いますけども、

そのへんをお伺いしたいと思います。垂れ流しでは困るということです。 

３つめといたしましては、松山工場はあと１年６か月で廃炉となる予定で

あります。先ほど管理者からも説明がありましたが、もう少し詳しくお教

え願いたい。よろしくお願いします。 

佐藤議長   議員の一般質問に対する当局の答弁を求めます。 

太田管理者  議長。 

佐藤議長   はい、管理者。 

太田管理者  ただ今の行木議員の御質問にお答えいたします。 

初めに、水田の回復に関するご質問ですが、水田表土入替工事後に土壌の

成分調査を行い、耕作者が適正施肥を行うための結果報告を行いましたの

で、施肥をしていただいてから耕作をお願いしたところであります。 

また、井戸ポンプ・用水管布設工事後に水質検査も行いまして、水稲の生

育に問題ない水を供給しております。 

以上のことから、組合として水田の回復はしたと考えておりますが、引き

続き、作付けされる水稲の生育状況を注視して参りたいと考えております

ます。 

次に、最終処分場の放流水の水質検査については、水温、電気伝導率、塩

化物イオン、水素イオン濃度を月１回測定しております。その他にアルキ

ル水銀含有量、総水銀含有量、カドミウム含有量等の重金属類を含めた４

４項目を年１回測定し、全て放流基準値内におさまっております。以上の

検査結果を、３か月ごとに、千葉県へ報告を行っております。行木議員の
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ご質問いただいた放流水の塩化物イオンについては、今後も引き続き研究

して参りたいと考えております。 

最後の３つ目の今後のスケジュールでございますが、令和２年度末に松山

清掃工場及び一般廃棄物終処分場は閉鎖をいたします。令和３年度以降は、

清掃工場を解体するとともに、一般廃棄物最終処分場については、千葉県

の指導を受けながら、一般廃棄物の埋め立てに関する休止届等を千葉県に

提出し、廃止に向けた維持管理を行います。全体の覆土工事を行いますの

で、現状の浸出水処理施設を運転しながら、最終処分場内の保有水の水質

が排水基準等に適合するまでの間、維持管理を行う方向で考えております。 

以上でございますので、どうぞよろしくお願いします。 

佐藤議長   行木光一君。 

行木議員   では、１つ目の水田の回復の件で、ご質問したいと思います。 

こちらは、非常に、私は収穫がなかったと。秋の収穫もあるし全体の収穫

もあるんですけども、とにかく、やって、すぐは実りがなかったというこ

とですね。ですから、これを何年くらいかかってやるのかなっていうこと

の、考えてやったのかなっていうほんとに不思議な話なんですよ、これね。

ま、皆さん賛成してこういう工事をやれということになったんですけども、

非常に回復にですね長時間かかるという見通しを私は持ってるんですが。

その辺は、どうですかという聞き方もおかしいですけども、管理者どうな

んですか。 

太田管理者  はい。 

佐藤議長   はい。管理者。 

太田管理者  計画どおりに行っていたただいたということですが、ただ、施肥の面での

影響が多少あったのではないかと思っております。その点をふまえまして

今後の育成状況につきましては、所有者や耕作者と連携を取りながら正常

な収穫ができるよう組合も努力させていただきたいと思っております。 

佐藤議長   行木君。 

行木議員   よろしくお願いします。 

じゃ、２つ目の質問で、最終処分場から出る浸出水、こちらがですね、処
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理装置というのが付いてるんですけれども、塩化物イオンに対しては能力

を発揮してないということなんですよ。それで、元から水路を通じて流し

ているということで、考えとしては環境基準に流しても問題ないというよ

うなことでお話はいただいてるんですけども、そういうことで進んでこれ

から先、先ほども管理者も言いましたように最終処分場をこれから管理し

ていくという目安がこれ学者もわからないんですよ・・１００年か５０年

か。ですから１０年で終わるというわけでもないんで、そこをですね、地

域の人にくみ取っていただきまして、私も題に自然環境ということを上げ

させていただきました。ま、そういったものが流れている限り多少なりと

も自然環境に悪影響を与える、最終的には栗山川、太平洋になってしまい

ますので、その辺大元を高度なろ過装置であれば、ま、財政調整基金とい

うお金が使えるかどうかは私は解りませんけれども、災害ではありません

けど、これは公害です。ですから、そちらに向けて費用を捻出していただ

きまして最終処分場のろ過装置を高度化していただきたいという、これは

地域住民も願っているところであります。とにかく、もう一回繰り返しま

すけれども、ここで燃やさなくなっても最終処分場から出る汚水は５０年・

１００年出ますよと申し上げてますから、学者もわからないって言ってま

すから研究されてもわからないと思うんですよ。ですからその辺はやり組

合が気持ちを込めてそういう処置をして、跡地を閉めていくんだという方

向性を是非つけていただきたいということで今日は申し上げました。管理

者よろしくお願いします。 

佐藤議長   はい、管理者。 

太田管理者  ただ今のご質問でありますけど、２番目・３番目のご質問とイコールのよ

うな再質問であったと理解して答弁させていただきたいと思います。先ほ

ど申し上げましたように全て放流基準内に収まっております。しかし、議

員がおっしゃいますように塩化物イオン濃度というのは時々高くなるとい

う数値もあるわけでございます。そのへんのところは今後引き続き研究し、

その濃度が低い位置に収まるように努力していきたいと思っております。

最終処分場の施設のこれからの維持管理でありますけれども、色々聞いた
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中で平均的な最終処分場が排水基準等に適合するまで、そしてまた廃止に

向けるという年数が２０年から３０年位平均するとかかっているという話

は聞いております。これが一概に先ほど言ったように何年かかるかもまだ

わからないわけでありますけれどもその間において、一年でも早く基準に

適合するよう努力をしていきたいと考えておりますのでよろしくお願いい

たします。 

佐藤議長   行木君。 

行木議員   それでは、組合として跡地をきちんとやっていただいて処理してもらうと

いう方向性をよろしくお願いしまして終わらせていただきます。 

佐藤議長   行木光一議員の一般質問が終了いたしました。 

以上で通告のありました質問はすべて終了いたしました。 

これにて一般質問を終結いたします。 

佐藤議長   以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

皆様方のご協力に対しまして、感謝を申し上げる次第でございます。 

これをもちまして、匝瑳市ほか二町環境衛生組合議会令和元年９月定例会

を閉会いたします。ご苦労様でした。 

 

【散会：午前１１時００分】 




